
より高い公平性・透明性・市民参加を求め議会改革を進めている市議会の今後を考えると、この結果は問題

であり残念でなりません。 

次いで提案された特定秘密保護法の撤廃を求める意見書は、法曹界、学者研究者など広範な団体・個人が、

「国民の知る権利、取材・報道の自由が奪われ、基本的人権も踏みにじられる等、同法案の危険性を指摘」

しており、早急に撤廃を求めるものでした。市民ネットも賛同しましたが、賛成少数で否決となりました。

特定秘密保護法制定を引き金に、国家安全保障の名の下、武器輸出三原則見直しや集団的自衛権の行使など

平和憲法を揺るがす動きを加速する懸念があります。基本的人権の尊重、国民主権、平和主義を守るため、つく

ば・市民ネットワークは、引き続き撤廃を求めていきます。 
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９月議会で市長から報告された総合運動公園について、水守区民３５９名による「総合運動公園」誘致請

願が出された。10 年以上前から検討されてきた総合運動公園予定地は、数か所に絞られる中、UR（都市再

生機構）から土地提供の申し出があり、活用の検討を始める旨の市長報告が 9月議会で行われた。 

一方、水守地区にクリーンセンターを建設した折、地域住民は土地提供の条件として総合運動公園建設も

要望の１つにしていた。その後、温浴施設やサッカー場を併設するウェルネスパークが建設され、一定程度

要望は実行されたとしていたが、９月の市長報告を知り、近隣である水守地区も条件を満たすとして誘致す

る請願が出された。 

 つくば・市民ネットワークは、「ウェルネスパークの敷地内には未だ未買収地が残っており、地権者が多数に

わたる場合、土地の取得に困難を来す可能性がある。今回の請願の土地は、100 人以上の地権者がいるとのこと

で、同様の問題が発生する可能性がないとはいえない。確実な実現を考えると地元の方々には大変心苦しいが、

請願に賛成することはできない」と、この請願に反対した。結果は不採択だった。 

 

さる 18 日、市長は総合運動公園は 3万人収容・総事業費 200～300 億円と公表した。が、大きな公共事業、過

大規模になり将来にわたって維持管理で市の財政負担とならないよう、適正規模を十分検討することが重要と思

われる。今後、全貌が明らかとなる基本構想の議論の透明性を確保するとともに、環境影響や市民にとって真に

有益な施設となるよう提案していきます。 

【特定秘密保護法とは】 
国の安全保障に関し、特に重要な情報を「特定秘

密」に指定し、それを取り扱う人を調査・管理し、

「特定秘密」を外部に知らせたり、外部から知ろう

としたりする人等を処罰により「特定秘密」を守ろ

うとするもので、12 月 6 日臨時国会で成立、12 月

13 日に公布された。 

しかし 

・本人のみならず、家族や友人など広範囲の個人情

報が調査・管理されプライバシーの侵害の可能性

がある。 

・「特定秘密」にされる範囲や処罰対象の行為

など曖昧な点が多い。 

・知る権利・報道の自由など阻害され、基

本的人権侵害の危険性がある。 

など問題が多々指摘されている。 

１２月議会が終了しました。最終日に、特定秘密保護法に関

する意見書が提案されました。１つはつくば・市民ネットワー

ク提案の「民主的な国会運営を求める意見書」。もう１つは「特

定秘密保護法の撤廃を求める意見書」です。 

特定秘密保護法の国会審議では、慎重審議が求められていた

にもかかわらず、公聴会がアリバイ的に開催され意見反映がな

されませんでした。また委員会審議の途中で打ち切り動議が出

され強行採決されました。このことは、政権与党の傲慢さを露

呈するところとなり、民主的な国会運営を根本から問うものと

なりました。 

市民ネットは「地方自治の範となるべき国会において非民主的

な運営が行われるのは、国民の政治に対する信頼を損ない、地方

議会に対する市民の信頼にも悪影響を及ぼす」として、先の意見

書を提案しました。しかし、賛成少数で否決されました。 



つくば紫峰学園地区も  

 
しかし方針案はまだ未定．．． 

 
紫峰学園地区（筑波東中学校区）に１つの中学校と４つの小学校を 

一体化した小中一貫校建設の計画が進められています。 
 
つくば市内の学校施設の適正な配置については、学区審議会で専門 

家や PTA の代表などにより議論がされていますが、結論はまだ出てい 

ません。にもかかわらず、今回補正予算に校舎本体と放課後児童クラブ 

施設の新設について、工事設計委託料が計上されました。 
 
一方今年３月議会で、教育長は『小中一貫校の整備については、来年度につくば市学校等適

正配置計画について５年毎の状況に応じた見直しを予定しており、その中で筑波地区やみどり

の地区における施設一体型小中一貫校にかかわる整備についても方針などを決めていきたい』

と答えています。これに従えば、方針が決まってから設計予算が議会に提案されるのが筋です。 
 
市内初の施設一体型小中一貫校である春日学園の検証もされないまま、ふたつ目になる紫峰学

園の建設を進めるのは拙速です。このような理由から、これらの工事設計委託料の部分を削除し

た修正案を提案しました。 
 
残念ながら修正案は否決されましたが、つくば・市民ネットワークは小中一貫の現状と課題に

ついて調査し、放課後の子どもたちの居場所づくりも含め、より良い教育環境を提案していきま

す。 
 

 

 

なお、更なる審査が必要とし「障害者のためのケアホーム・ショートステイ設置を求める請願」は閉会中の継続

審査となりました。 
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「緊急事態基本法」の早期制定を

求め国へ意見書提出を求める請願 
○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

つくば市「総合運動公園」を水守
地区に誘致を求める請願 × × × ○ 

× 
木村：棄権

× 棄権 ○ × × ○ 

要支援者を介護保険給付から外
すことに反対の請願 × ○ × × × × ○ × × × × 

TX 沿線開発を遅らせることなく進
めるよう国へ求める意見書 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

民主的な国会運営を求める意見
書 × ○ × × × × ○ × × ○ ○ 

「特定秘密保護法」の撤廃を求め
る意見書 × ○ × × × × ○ × × × × 
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審議結果（１２月議会）
採択：ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を国へ求める意見書提出を求める請願

  「保険でよい歯科医療の実現を求める意見書」の提出を求める請願 

趣旨採択：「介護保険料段階の細分化について国への意見書提出を求める請願」 


